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来場者 会場風景 

会場風景 

入場登録ゲート 

2010.12.15-17 第13回ｴｺﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ2011 

出典：ｴｺﾌﾟﾛﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ2012ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

エコプロダクツ展 
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エコカー市場会 

環境学習 

記念シンポジウム 
商談会 

出典：ｴｺﾌﾟﾛﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ2010ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

エコプロダクツ展 

http://eco-pro.com/eco2010/press/img/image09.jpg
http://eco-pro.com/eco2010/press/img/image06.jpg
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 ・「エコプロダクツ2009」 （2009年12月10日～12日開催 来場者数：18万2510人 （昨年比 8593人増））においてカー
ボンフットプリントコーナー（経済産業省 環境調和産業推進室）を展示 

 ・カーボンフットプリントの製品等 （参加事業者数27社 62品目（一部、未検証含む）） 
  

エコプロダクツ2009出展製品 
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CFPについて 

 
 ・「エコプロダクツ2010」 （2010年12月9日～11日開催 来場者数：18万3140人 （昨年比 630人増））においてカーボ
ンフットプリントコーナー（経済産業省 環境調和産業推進室）を展示 

  

エコプロダクツ2010出展製品 
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CFPについて 

 
 ・「エコプロダクツ2011」 （2011年12月15日～17日開催 来場者数：18万1487人 （昨年比 1653人減））においてカー
ボンフットプリントコーナー（経済産業省 環境調和産業推進室）を展示 

  

エコプロダクツ2011出展製品 



 
 カーボンフットプリント制度とは、製品（サービス含む）のライフサイクル全般（原材料調達から廃
棄・リサイクルまで）で排出された温室効果ガスを、地球温暖化に与える影響の程度によりCO2相

当量に換算し、表示する制度。 
（ポイント） 
 ・ ライフサイクルアセスメント（ISO14040、14044）手法を用いた算出 
 ・ タイプⅢ環境ラベル（ISO14025）手法を用いたコミュニケーションツール 
 

温室効果ガス排出量の「見える化」による地球温暖化対策 

カーボンフットプリント（ＣＦＰ：炭素の足跡）とは？ 

 サプライチェーン全体の排出量を「見える化」することで、削減効率の高いポイントを把握。事
業者単位を超えた一体的な削減対策により、全体最適化を実現。 

 自らの環境負荷低減に対する取組の消費者へのアピール。 

 消費者によるCO2排出量の自覚促進 

 環境負荷低減に向けた適切な情報の提供 → 消費行動のためのシグナル 

事業者にとっての意義 

消費者にとっての意義 

原材料・部
品の調達 

 製造  流通・販売 
 消費・使用 

・維持管理 

 廃棄・ 
リサイクル 
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Copyright(C)2010 JEMAI ALL Rights Reserved 



社団法人産業環境管理協会（JEMAI） 
Japan Environmental Management Association For Industry 8 

 経済産業省をはじめとした国の４省庁が、２０
０９年度－２０１１年度にかけて実施した「カー
ボンフットプリント（CFP）制度試行事業」にお
いて公募により、採用された環境ラベル。 
 現在は、この環境ラベルも含めて試行事業の成
果をJEMAI（社団法人産業環境管理協会）が継承
し、「カーボンフットプリントコミュニケーショ
ンプログラム」（CFPプログラム）の参加マーク
として活用。 
 このマーク上にその商品・サービスの一生に発
生する地球温暖化ガスの総排出量を「数値表示し
たり、 
WEBサイト上に 
公開（見える化）」 
することにより、事業者自らはその削減努力を宣
言し、消費者にも事業者のそうした努力を理解い
ただき、「購買」という形を通じて、削減努力へ
の参加、応援を促す。   
 2013年春季には、CFPのISO国際規格も発行予定
にあり、本マークの認知度向上も含めて今後、本
格的なCFPプログラムの普及導入を通じて、地球
温暖化問題への対応の一助となるマークとしての
活用が期待される。                              

              CFP事務局 

＜マーク作成者からのメッセージ＞ 
“秤”をモチーフに、デザインしてみました。
ＣＯ２は見えないものですが、見る人に意識
的に「量っている」イメージが伝わればうれ
しいです。 

あ、このマーク！ 

“カーボンフットプリント（ＣＦＰ）マーク” 
－ ＣＯ２の見える化と、その削減努力の宣言 － 
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◆その数値を登録・公開する 

プログラムに基づき、第三者の専門家が客観的に確認。 

これに基づき適切なコミュニケーションを実施 

◆第三者のレビューのもとに策定された 

 製品ごとの算定ルール(CFP-PCR） 

◆原材料の調達から廃棄に至るまでの 

 ライフサイクルでのCO2算定を行い 

◆算定結果について、検証員（専門家）による
第三者検証を受け 
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CFPコミュニケーションについて 
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認知度向上と環境学習 
CFPマンプロジェクト（エコが見える学校） 
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Miss Earth Japan 2011  

&  CFP MAN 

Calculation 

for the weight 

of CO2  ball! 

Dr. Ryoichi Yamamoto  

(Emeritus Professor  Tokyo 

University) had a lecture. 

Videos 

are 

available 

online! 

http://www.cfpman.com/   
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CFPマンプロジェクト（エコが見える学校） 
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GET-NET 

PCF World Forum 

Linked in 

http://www.cfpman.com/   
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世界各国におけるＣＦＰの動向 
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イギリス 

・2011年10月、2008年度に策定された
算定のガイドライン「PAS2050」の改訂

版を発行。商品分野別の補足算定ルー
ルを開発中。 

・テスコ社がカーボントラスト社のラベリ
ング活動から離脱し、ザ・サステナビリ
ティ・コンソーシアムにおける活動 

を開始。 

 

フランス 

・環境情報表示義務化の可能性を視野
に、フランス環境省が参加企業168社と
共に7月より試行事業（CO2だけでなく複
数の環境影響を評価）を開始。 

・試行事業の下、フランス環境・エネルギ
ー管理庁（ADEME）が中心となり、デー
タベース、PCRを開発中。９つのPCRが
策定済。 

・試行事業参加各社による独自の表示活
動を実施中。（統一ラベルは現段階では
存在しない。） 
 

 

 

スウェーデン 

・スウェーデン環境管理評議会が環境ラベルを実施中。 

カナダ 

・有機食品産業へ利用するため、非営利組織がイギリス
のPAS2050に基づいてカーボンラベル基準を策定。 

・有機食品産業でのパイロットプロジェクト実施。 スイス 

・非営利組織クライマトップがCFPのトップランナー
製品へのラベルを開発。 

・民間企業Migros社、Dyson社などが商品表示。 

中国 

・2012年1月「国家低炭素製品認証管理

方法」（草案）等が作成され、低炭素製品
認証制度が確立された。 

アメリカ 

・気候変動法案に関して検討中。 

ニュージーランド 

・政府を中心としたCarbonNZeroプロ
グラムでGHG排出量測定を支援。 

オーストラリア 

・カーボントラスト社による、イギリスの
CFPを適用開始。 

ドイツ 

・環境省が温室効果ガス排出量算定に
関するガイドラインを策定。 

・民間企業が自主的に算定のためのパ
イロットプロジェクト実施。 

EU 

・製品と組織の「環境フットプリント」
（CO2だけでなく複数の環境影響を評
価）の算定ガイドラインを策定中。 

韓国 

・政府系組織がCFPの取組を実施中（496製品/2012年2月時点） 
・CFP取得後、目標削減率を達成した商品に対し、 

低炭素製品認証を添付する取組を開始。（9製品/2012年2月時点） 

タイ 

・政府系組織がパイロットプロジェクトを実施中。 

・ガイドラインが発行されると共に、データベースやPCRも開発中。 

台湾 

・政府系組織がCFPの取組を実施中 

（22のPCRが策定済み、93製品/2012年2月時点） 

南アフリカ 

・輸出品目の果実やワインの
CFP算定イニシアチブの実施 

表示実施中 

表示検討中 

GHGプロトコル（WRI/WBCSD） 

・2011年10月「製品ライフサイクル算定報
告基準（Product Life Cycle Accounting 

and Reporting Standard）を発行。 
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【概要】 

 欧州委員会（EC: European Commission)の環境総局（DG ENV*1）はJRC IES*2と共に、

2011年3月から、CO2以外の指標も考慮した「製品の環境フットプリント」と「組織の環境

フットプリント」に関する方法論の開発を開始。 

 

 

 

【原則】 
 ライフサイクルアプローチ 

 カーボンリーケージ問題等の解決手段として、政策的にLCAを活用する発想が根底にある模様。 

 公共調達の要件として、ライフサイクル環境影響評価の義務化なども検討中。 

 全ての関連する環境影響を考慮 

 ＣＯ２を含む14の環境影響分類を規定。 

 可能な範囲で既存のＥＵ、国際的アプローチと協調 

 製品カテゴリ／セクターベースアプローチ 

 比較可能性を重視 

*1 DG ENV: Directorate-General Environment 

*2 JRC IES :the European Commission’s Joint Research Centre,          

the Institute for Environment and Sustainability 

環境フットプリント 

出典：経済産業省CFPセミナー資料 15 
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情報開示ツールを巡る国際動向 

140xx 

組織のLCA 

GHG情報 

組
織
レ
ベ
ル
の
評
価 

多様な環境側面の情報 

製
品
レ
ベ
ル
の
評
価 

エコリーフ環境ラベル 

環境情報開示試行事業 

ISO（国際規格）  

CFPプログラム 

仏 

JEMAI

（日） 

PASS2050 

C.Trust社（英） 

EPD 

CFP（台） 

CFP（韓） 

CFP（タイ） 

14067：CFP 

14046：
WFP 

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ 

TSC（米） 

14069 

組織のGHG／M 

製品環境フットプリント） 組織環境フットプリント） 

ＥＵ 

ＳＣＯＰＥ３基準 プロダクト基準 

WRI/WBCSD 

GHGプロトコル 

日本企業の環境経営におけるコミュニケーションの多様な評価軸（環境側面の単一⇔複数指標、製品⇔組織の評価、国内
市場⇔海外市場）において、新CFP・エコリーフを包括的なツールに展開させることを目指す。 
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社会的アプローチメリット 
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環境負荷低減に
関する意識、倫
理観の向上 

企業イメージの向
上 

企業の社会的責
任の行使 
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地球環境問題対応アプローチメリット 
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どうしても削減で
きない分につい
ては、オフセット
（相殺）、 

CO2削減ポイント

に対して重点的
に削減努力 

（製品改善等） 

ライフサイクルで
のCO2の排出量 

のホットスポット
の把握 

環境規制等への
対応 
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経済的アプローチメリット 
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取引先からの要
求に対応すること
で、安定した経営

力の確保 

CFP製品の市場
競争力アップ？ 

（消費者向け） 

CO2削減努力を

通じたコストダウ
ン 

企業経営格付け
の向上（投資家

向け） 

グリーン購入エコ
ポイントなど政府
等施策によるイン
センティブの付

与。？ 



環境問題の拡がり 

時間軸 

ビ
ジ
ネ
ス 
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CO2の見える化から始めるエコ戦略 

 

低炭素社会の構築 

（CO2削減） 

 

多様な領域における環境影響 

地球規模の環境問題 

気候変動 

健康被害 

資源枯渇：再生可能 

生体毒性 

資源枯渇：レアメタル資源 

資源枯渇：水資源 

生物多様性気候変動 

情報管理 

市場化、優位性確保 

見える化 

克服 
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コミュニケーション 
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■新CFPプログラム情報サイト 
http://www.cfp-japan.jp/ 

http://www.facebook.com/CFPCOMMUNITY 

https://twitter.com/cfpjapan 

http://www.cfp-japan.jp/
http://www.cfp-japan.jp/
http://www.cfp-japan.jp/

